
＜研究代表者＞

＜研究目的・概要＞

学術知共創プログラム
◆課題： 分断社会の超克
◆研究テーマ：偽情報と政治的分断に関する東アジア諸国を中心とした包括的研究

東アジア諸国の選挙時偽情報を対象に社
会科学、自然科学の研究者が協働し分析

＜専門分野＞

比較政治学／東南アジア政治

＜Webページ＞

https://yukokasuya.com/

写真

・AIと人による判断を併用した偽情報データ

ベースの構築（日本、韓国、台湾、インドネ
シア、フィリピン）。

・偽情報の影響に関するオンラインサーベイ
調査。

偽情報対策の提案を通じ、これ以上の蔓
延を防ぐことに貢献

氏名：粕谷祐子 (慶應義塾大学法学部(三田)／教授)

研究期間：R5.7～R11.3

委託費総額：114,673千円

＜研究計画の特徴＞

・オンライン上偽情報が政治的分断を助長

（３）偽情報蔓延状況を考慮した民主主義論
の構築。
（４）偽情報対策の提案。
※日本、韓国、台湾、インドネシア、フィリピンにおける研究期間中
の選挙に関し実施。

（１）選挙時の偽情報蔓延状況を把握するた
めのデータベース構築※ 。

（２）偽情報が政治的分断に与える影響の理
解※ 。

＜目標とする研究成果＞

＜将来展望＞

東アジア地域以外の偽情報研究グループとの協
働による地域間比較研究。

データサイ
エンティスト
等による現
状把握

政治学者、心
理学者等によ
る偽情報の
影響分析

経済学者による
数理分析/ 法哲
学者による民主
主義理論分析

憲法・情報法研究者
による政策提言

分析対象国
在住研究者と
の協働

プラットフォー
ム企業/省庁
との連携

多分野研究者の国際的協働による包括的研究


